























































































































































































































































































や誤りを指摘することができた｡ただし､ Ⅴ動詞命令形の地理的分布の詳細が不明である､ 3. 1節･ 5.
4節で見た理由の接続助詞の分布についての適時的な考察を示していないなど､課題も残る｡
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6.2節では､第二の目的､すなわち富山県方言の文法の何を明らかにし､それがどのような点で文法研
究に寄与しえたのかという観点から､本研究の成果をまとめる｡第4章では､用言の活用形を詳述し､
その体系上の位置づけと構造を分析しており､方言の文法記述として基礎的なものである｡また､その
記述･分析の過程では､アクセントに留意することにより､終止連体形の音調交替と助詞の相互承接な
ど､音韻論と文法論のインターフェースという視点からも意義のある知見を得ることができた｡文法事
象の意味･機能の記述を行った第5章では､富山県方言の文法記述という直接の成果以外に､考察対象
とした各意味･文法範噂についていくつかの新しい知見を示した｡音便という形態音韻上の現象が文法
体系に与える影響(5. 1節)､引用標識の機能制限や発達の通方言性(5. 2節)､引用表現と提題表現の連続
悼(5. 3節)､原因･理由の接続助詞の意味･用法範囲の通方言性(5. 4節)などである｡本研究の内容を
ふまえて､富山県の文法体系全体の記述を行うのが将来的な課題である｡
最後に､ 6. 3節で本研究の方法論上の意義を述べる｡本研究では､筆者自身の内省､面接質問調査の結
果､自然談話資料の用例調査の結果という異なるデータ収集法を､考察対象とする文法事象の性格にあ
わせて用いた｡特に､自然談話の用例の定量的な分析を行い､それが個人の内省に頼る定性的な記述を
補う手段となることを示した点は､本研究の重要な意義の一つである0
論文審査結果の要旨
本論文は､富山県方言の文法を記述し､それを通して全国的に見た富山県方言の位置づけを確認する
とともに､考察対象とした個々の文法事象について新しい知見を示そうとしたものである｡全体は大き
く2部に分かれ､先行研究を概観し､本研究の目的･方法について述べる第Ⅰ部｢序論｣(1 ･ 2章)と､
個別の文法事象について分析し､結論を提示する第Ⅱ部｢本論｣ (3-6章)から構成される｡
第1章｢方言文法研究の成果と課題｣では､日本語諸方言の文法研究のこれまでの成果と今後の課題を
概観する｡
第2章｢本研究の目的と方法｣では､前章で見た方言文法研究のこれまでの成果と課題と受け､本研究
がどのような問題意識と目的のもとに､どのような方法を用いて展開されるのかを述べる｡すなわち､
本研究の目的として､ (1)文法事象の地理的分布状況にもとづき､富山県方言の文法的側面における全国
的な位置づけを確認することと､ (2)富山県方言の文法に関していまだ明らかにされていない部分を記
述し､それを通して文法形式の発達や文法現象の変化といった適時的な考察を行うことの2つを提示し､
定性的な記述と定量的な記述との融合という方法でアプローチすることを述べる｡
第3章｢文法形式の地理的分布｣では､地理的分布という観点から富山県方言の文法について概観す
る｡すなわち､全国分布からみた富山県方言の文法の位置を確認し､特に､指定辞デヤ･ダ･ジヤ･ヤ
の分布と変遷について明らかにする｡
第4章｢用言の活用とアクセント｣では､主に富山市方言を対象とし､その用言の活用の記述を行う｡
その記述は､動詞･形容詞･形容動詞･付属語に及び､形態とアクセントとの関係を視野に入れつつ論
じる｡
第5章｢文法形式の意味･機能と用法｣では､富山県方言に特徴的な文法事象･文法形式を取り上げ､
その意味･機能や用法を記述する｡具体的には､形容詞の副詞化接辞｢ナトラト｣｢ガニ｣､引用標識｢¢｣
｢(ト)ユーテ｣､提題･対比の助詞｢チヤ｣､原因･理由の接続形式について扱う｡
第6章｢本研究の成果と今後の課題｣では､第2章で述べた本研究の目的に照らし合わせて､第3-5
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章においてどのような成果を示しえたかを整理し､今後の課題を述べる｡
富山県方言の文法に関しては終助詞を除き本格的な研究が遅れていたが､本論文は､現代語文法の理
論を踏まえ､広範囲の文法現象について赦密な記述を展開している｡その成果は､富山県方言のみならず､
日本語方言文法の記述のレベルを大きく押し上げるものである｡また､自然談話の用例の定量的な分析
を行い､それが個人の内省に頼る定性的な記述を補う手段となることを示した点は､今後の方言文法研
究の方法論に寄与するものとして高`く評価される｡
よって､本論文の提出者は､博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる｡
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